地磁気世界資料解析センタ－概要
（2022年4月現在）
１．名称：        京都大学大学院理学研究科附属地磁気世界資料解析センタ－ 
２．英文名：      Data Analysis Center for Geomagnetism and Space Magnetism, 
                
Graduate School of Science, Kyoto University 
３．住所：        〒606-8502 京都市左京区北白川追分町 
４．通信：        電 話: 075-753-3929 
                  ファックス: 075-722-7884
                  URL:  http://wdc.kugi.kyoto-u.ac.jp/index-j.html
５．設立:        
昭和５２年（1977年）４月 
６．スタッフ: 


センタ－長/教授
　
        松岡 彩子       matsuoka@kugi.kyoto-u.ac.jp

副センター長/准教授  
　
藤 浩明
  　　　     toh@kugi.kyoto-u.ac.jp

助教  

　　　　
今城 峻            imajo@kugi.kyoto-u.ac.jp
               
事務補佐員  

　　　　
筒井 達子        tsutsui@kugi.kyoto-u.ac.jp

技術補佐員　

　　　　
小田木 洋子　　 　 odagi@kugi.kyoto-u.ac.jp
    運営協議会委員： 

1号委員：松岡彩子教授（センター長）、藤浩明准教授

2号委員：鶴 剛教授、太田耕司教授、田口聡教授、横山央明教授

3号委員：高橋淑子教授
　  非常勤講師：
木村智樹（東京理科大学 准教授）
７．主な設備：   
               
マイクロフィルム・マイクロフィッシュ リーダープリンター
               
マグネトグラム撮影装置

ブックスキャナー

メールサーバー
               
ファイルサーバー

WEBサーバー
８．保存データ 
   　（１）媒体：
マイクロフイルム     約９３００巻     データブック    約３５００冊
                
マイクロフイッシユ   約５６００枚     磁気図          約７０枚
   　（２） 期間：1844年 － 現在（主として 1957年以降） 
   　（３） データソース：世界約 500ケ所の地磁気観測所 
   　（４） データ種類（地磁気データ）
          　　　　アナログデータ    ：ノ-マルランマグネトグラム、 ラピッドランマグネトグラム
          　　　　ディジタルデータ  ：0.1秒値、1秒値、10秒値、1分値、2.5分値、




1時間値 マグネトグラムの画像
              
地磁気指数        ：AE指数、Dst指数、K,Kp,ap,Ap指数、ASY,SYM指数、




地磁気静穏日/擾乱日
              
磁気図            ：等値線図
            
地電流データ      ：１時間値、ノ-マルランテルリグラム、ラピッドランテルリグラム
            
人工衛星磁場データ：IMP, MAGSAT, GOES, Oersted, Geotail, ETS-VI, MDS-1, その他 
            
その他の関連データ：太陽、惑星間空間、磁気圏、電離層データ 
 ９．業務内容 
      （１）国際科学会議（ICSU）世界データシステム（World Data System)加盟組織の一つ、
            地磁気世界資料センター・京都 (World Data Center for Geomagnetism, Kyoto)の運営
                
(a) 世界の地磁気データの収集・整理・保存 
                
(b) 地磁気観測と地磁気データについての国際的情報交換 
                
(c) 地磁気データと情報の利用者への提供 
                
(d) カタログ・データブックの発行 
                
(e) データベースの作成 
                
(f) アナログデータのデジタル化 
                
(g) 一次データの加工による高次データの作成 
                
(h) オーロラエレクロジェット（AE）指数の作成 
                
(i) Dst指数の作成 
                
(j) ASY,SYM指数の作成
      （２）各種研究解析 
            
電離層・磁気圏の磁場・電流構造、地磁気変化（日変化、長・短周期変化）、
            
磁気嵐、太陽活動・太陽風・惑星間空間磁場と地磁気の関係、地球内部誘導電流、 
海洋底磁場観測と解析
      （３）学部・大学院学生の教育 
１０．沿革  
      （１）国際地球観測年（IGY，1957－1958）事業を実施するにあたり、国際学術連合会議(ICSU）

のＩＧＹ特別委員会は共同観測によって得られたデータの流通利用を促進するため、全

世界にいくつかの世界資料センター（World Data Center, WDC) を設置することを提案し、


その一つとして地磁気世界資料センターＣ２（WDC-C2 for Geomagnetism) が京都大学理


学部に設置された。このセンターは、文部省の臨時事業費によって発足したので建物も定


員もなく、京都大学付属図書館に二室と事務官一名を借用し関係教官の奉仕的協力によっ


て１９年間にわたりデータサービスを行なってきた。                                      
      （２）ＩＧＹ以降、飛躍的に増加するデータ需要を考慮して国際測地学地球物理学連合 (IUGG）


は、１９７５年フランス国グルノーブルにおける第１６回総会において、各国政府に世界


資料センター維持への協力を要請する決議を採択した。
      （３） 一方、文部省学術審議会学術情報分科会では、「科学数量データの評価・集成・確立活動


の促進及びその利用の円滑化について」検討がなされ、その結果が昭和５０年（1975年）


１０月の第１３回学術審議会総会に報告された。その中で、大学その他の機関において断


続的に実施されている地球物理分野のデータ解析・集成・流通活動については、これらの


活動を担当するセンターなどの適切な施設の設置等、の維持・促進のための組織の整備が


必要であると提案された。この問題は、学術審議会からの要請により、測地学審議会にお


いても検討された。
      （４）我が国に設置されている世界資料センターの問題は、日本学術会議の関係委員会において


長年にわたり議論されてきたが、昭和５１年（1976年）５月の国際協力事業特別委員会Ｓ


ＴＰ分科会において検討の結果、この分野の研究の推進に今後ますます重要な役割を果す


ものと考えられるので、現存する世界資料センターをそれぞれ組織として確立するとの結


論を得た。 
     （５） 以上の経過の後、昭和５２年（1977年）に、当センター、太陽電波世界資料解析センター


（名古屋大学空電研究所）、昭和５３年（1978年）に太陽活動世界資料解析センター（東


京大学東京天文台）、昭和５４年（1979年）に科学衛星世界資料解析センター（後に宇宙


科学資料解析センターへと改組、宇宙科学研究所）が、昭和５６年（1981年）に資料系オ


ーロラ資料部門（極地研究所）が設置された。 
     （６）2008年秋のICSU総会で、World Data Center Panelは廃止され、従来よりはるかに広範囲な

           分野のデータ組織をまとめる"A system of systems"としてのWorld Data SystemがICSUの下
           に設置された。地磁気世界資料センター・京都 (World Data Center for Geomagnetism, 
           Kyoto)は、2012年7月にWorld Data Systemの正式メンバーとして加盟が承認された。名称は

           従前と同じWorld Data Center for Geomagnetism, Kyotoを使用。
１１．歴代センター長:
      

前田 坦　  
昭和５２年４月～５８年３月
      

一戸 時雄   
昭和５８年４月～６１年３月 
      

杉浦 正久   
昭和６１年４月～平成元年３月
      

山元 龍三郎  
平成元年４月～２年３月


荒木 徹    
平成２年４月～１２年３月

 家森　俊彦    
平成１２年４月～３０年３月

田口　聡　　　　　　平成３０年４月～令和２年３月
１２．提供しているサービス 
   　（１）データの提供 
   　（２）データ情報の提供 
         
(a) カタログによるデータ情報の提供（国内外約 500ケ所に配布） 
         
(b) 地磁気センターニュースの配布
         
(c) 各種問合せに対する応答
     （３）基礎解析結果の公表（Data Book No.1-2) 
     （４）オーロラエレクトロジェット（ＡＥ）指数の算出と公表
　　　　　（ホームページを通して配布）
     （５）Ｄｓｔ指数の算出と公表
　　　　　（ホームページを通して配布）
     （６）Data Book 特別号の出版
          （太陽風パラメータと AE, Dst, Kp 指数の同時プロット。Special Issue No.1-3 ）
     （７）地磁気１分値データの速報プロットの出版
          （Provisional Geomagnetic Data Plots No.1-36。国内外約130ヶ所に配布）
     （８）中緯度地磁気指数 ASY, SYM の算出と公表
           (Mid-latitude Geomagnetic Indices ASY and SYM (Provisional) No.1-19。国内外約120ヶ所
　　　　　　に配布）
     （９）解析装置、ソフトウェアの提供 
   （１０）理科年表へのデータ提供 
   （１１）ホームページへの地磁気についてのパンフレット解説の掲載 
　 （１２）国内外教育機関（高校・大学）の学生に対する講演
      　　 ＊ なお、上記（４）に対し、国際地球磁気学超高層大気物理学会 (IAGA) は、４度にわたって

当センターへの感謝決議を行なった。 
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